
後天性TTPは健康な20歳代の成人にも発症がみられます

4
100万人当たりの 

後天性TTPの 
年間発症率

最大約

歳代 55%

女性患者の割合

30～

60
発症年齢

最大

90%

未治療の場合の 
後天性TTPの急性死亡率

さらに詳しく

immune-mediated TTP（iTTP）としても知ら
れる後天性TTP（aTTP）は、血栓性微小血管症

（TMA）に分類される生命を脅かす重篤な 
疾患で、希少血液疾患の1つです。 
微小血管血栓に起因する病態として、血小板
減少症、溶血性貧血、臓器虚血があります。

aTTPは iTTPとしても知られており、同じ疾患を指します。 
これらの用語は同義です。 
iTTP=immune-mediated thrombotic thrombocytopenic purpura

この100年を振り返ると、血栓性血小板減少性紫斑病
(TTP)の理解と治療は著しい進歩を遂げました。

TTP関連情報サイト 「TTPについて知っておきたいこと」 のご紹介

TTP関連情報サイトhttps://www.understandingttp.jp/ をぜひ御覧ください
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私たちは TTP 治療の進歩をたたえ、新しい 100 年におけるTTP 領域のさらなる
進歩を目指しています。

1924年
100年前、Dr.Moschowitzによって、 

TTPの最初の症例が報告されました。

1959年
その後、最初の治療選択肢としての 

ステロイドが導入されるまでに 
30 年以上を要しました。

1960～70年代
さらに20年近くかかって、基本治療として

血漿交換療法が確立されました。

1991年
血漿輸注に対しての血漿交換の優位性が確認

されたことが治療を進歩させました。

1998年
数年後、自己免疫性疾患であることが

確認されました。

2001年
ADAMTS13が新たな診断マーカーと

なりました。

2018年
さらなる治療法である分子標的薬の発見は、
後天性TTPに新しい選択肢をもたらすこと

になりました。

2020年
エビデンスに基づいたTTPに関する最初の国際 

ガイドラインでは、急性期の後天性TTPの治療に対して、 
血漿交換に分子標的薬と免疫抑制療法を併用 

することを推奨しています。

ADAMTS13=a disintegrin and metalloproteinase with thrombospondin type 1 motif, 13.
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